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１．今後の日本の海運にとって必要な海技とは 
   

 イ）問いかけ 

船員及び船舶管理者としての日本人海技者を増やすことは困難であり、且つ業界も望んでい 

   ない。すなわち、船員は将来とも外国人と新技術に依存していくことになる。 
 

（意見） 

 ＊有事（必ずしも戦争ではない）の際に日本人船員は絶対必要。 

 ＊「国策論」は根強い一方、それはもう終わったとの反論も。 

    ＊航海命令を発することができる船舶・日本人船員を 45 隻、5,500 人という目標を国で定 

     めたが、実現の可能性は低いという認識。 
 

 ロ）問いかけ 

船員のレベル向上に貢献する「指導者」が、日本の経験値・暗黙知を活用することが必要。 

      課題）＊どのような指導をするか。 

         ＊言語は。 

         ＊人材はいるか。 

   （意見） 

    ＊後輩を育てるということ自体が日本的である。 

    ＊先進海運国の中で日本人船員が特に優秀という認識を持つ必要はない。 

    ＊日本の海技が得意としてきた点を維持し、日本人若手船員、後進海運国の海技者に伝承

する方法を見出す必要がある。 

    ＊OJT の中で暗黙知が育まれ、それが仕事の中で応用されるという構図が確立した。 

    ＊船員としてだけではなく、幅広い経験を積んだ結果、良い仕事ができるようになった。 

    ＊水先人の育成にも同様の考え方が必要。 

    ＊以心伝心は「部下への甘え」とも言える。もっと明示的に指導する必要がある。 

    ＊具体案は発言無かった。 
 

 ハ）問いかけ 

海技を使った陸上（及び水際）の高度な業務に、日本が培ってきた経験知・暗黙知が必要で 

   ある。 

      例）＊造船・舶用機器の技術レベル向上 

        ＊新海上輸送システムの構築 

        ＊海上安全業務の指導者として（含 水先人） 

        ＊国家プロジェクトの担い手として（例：海洋開発） 
 

（意見） 

 ＊ISM コードをマニュアルに落とし込む際に、日本の大手船社は陸勤海技者の手でさらに 

     高いレベルの指針を作成した。 



 ＊意見交換は不十分のままとなった。 
 

２．海技者に必要な要素とは？ 
 

  問いかけ 

  「日本人海技者」「日本語を話す海技者」「日本の働き方を習得した海技者」？ 
    

         課題）＊「日本的な外国人」を育成できる可能性は。 

            （日本の文化に親しんでいる外国人が急増している）  

             ＊「日本的経営」の学術的知見は使えるか。 

   （意見） 

    ＊外航の海技の仕事は「英語」が標準になっている。 

    ＊国内での仕事、例えばタグとのやり取り、港湾での陸上とのやり取り、海運以外の関係 

     者との意思疎通など、日本語が必要な場面は多々ある。 

    ＊将来は翻訳機が活躍する時代となる。 

    ＊外国人海技者を日本人と同等の存在に育成することの可否・是非は議論できないままと 

     なっている。 

 

【今後の議論の方向性】 
 

 ①日本人船員増加可否を議論するのは終了としたい。 

 ②日本の海技が培ってきた優位性は「暗黙知」にあることを明記。 

 ③それは「先輩が後輩と育てる」という方法によって醸成されてきた。 

 ④海上では仕事が機械・AIに置き換わっていく中、暗黙知の伝承の方法を議論する 

   具体的には： 

    ＊幅広い経験を積ませる方法。 

    ＊船員教育・研修（日本人＋外国人）の中で、どのようなテーマを教育・研修プログラム 

     に盛り込む必要があるか。 

       例として「日本的働き方」など。 

 ⑤陸上での海技者の仕事はますます増えるという認識の下、日本人海技者だけでは足りなくなる  

  という実態を共有する必要がある。即ち、長期計画の中で、外国人海技者を陸上でも活用して 

  いくこととなる。 

  その必須条件として： 

    ＊日本語の修得 

    ＊日本的働き方の習得 

    を長期にわたって研修するプログラムを開設する。 
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